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論文審査及び試験の結果 

 古川美樹氏の博士学位請求論文は、小学校理科における実際の指導法につい

て、実践的･実証的な研究を踏まえ、ネットワーク･モデルの有用性に焦点を当て

て詳細に検討したものである。その内容は、以下のように要約できる。 
【小学校理科教育の目的と学力】 

まず、小学校理科教育の目的と理科における学力について、小学校学習指導要領

等をもとに明らかにする。即ち、児童が授業で経験した事柄を想起し、自身の素朴概

念や経験を関係付けたり意味付けしたりするという学習行動が新たな概念の形成や既

存の概念の再構築にとって重要であること、観察・実験を行う前に記憶を想起すること

で、それまでの理科の学習で児童自身が捉えた科学的概念を働かせ、課題解決への

見通しを持つことが重要であることが示される。 

理科教育では、児童が身の周りの事物・現象に対する科学的な概念を獲得するた

めに、観察・実験というプロセスを前提とした学習が位置付けられているが、その際、

児童が観察・実験の見通しや結果の考察において行う記憶の想起は多様である。観

察・実験の見通しとしての想起は、過去に経験したどのような観察・実験が適切かとい

う判断を行うのに対して、結果の考察では、得られた事象の心象や意味と自身の概念
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とを関係づけたり、意味付けたりして、新たな概念を形成したり、修正したりする。その

ことから、小学校理科における学力とは、身の周りの事物・現象が科学的にどのような

知識で説明できるかという視点で捉えることができる力の他に、さらに新たな問題や課

題を発見・創出し、その解明のために自身の理科的な概念を活用する力と考えられる。

つまり、児童の記憶痕跡の中では概念同士が意味的に連関していなくてはならない。

即ち、学力とは概念間の連関なのである。 

【知識の獲得と概念化】 

児童が獲得した知識は、一旦は記憶されるが不変ではなく、児童が必要とした時に

は利用され、さらに修正されて作り替えられる可能性を持つ可動的なものである。その

ようなプロセスを通して、児童が獲得した知識が意味を持って概念化する。従って、知

識がどのように児童のなかに取り入れられ、概念化されるかを考える場合には、児童

の記憶の過程をもとにして議論する必要があるが、児童のこのような概念の形成には

問題もある。なぜなら、ある課題に対して児童が、正しいと確信を持った考えは、結論

に至るプロセスの中で使われた経験的知識や既有の概念が極めて個人的であり、他

の児童も納得できるような客観性に欠ける部分が含まれる可能性が否定できないから

である。知識は教えられて暗記するものではなく、自身の持つ概念を概観し、不足して

いると自認したり、十分であると納得したりして、能動的に短期貯蔵庫やワーキングメモ

リでの思考によって意味記憶を形成し、概念化するものでなくてはならない。 

しかし、一般的な現行授業には、児童の概念形成におけるいくつかの問題点が存

在する。それは、(1) 教師や児童の持つ言葉の概念の差異の問題、(2) 学習指導過

程における児童の概念形成の問題、そして(3) 授業により構成された児童の概念の

確認の問題、である。 

【研究の意義】 

そうした問題を克服するため、本研究では、児童の知識の概念化について、これま

での指導過程にはなかった記憶を想起(再生・再認・再構成)する活動を実践し、その

効果の有無を検証した。それによって、「確かな学力」が単にそこにある知識ではなく、

新たに獲得した知識を既存の知識と関係づけ概念化するプロセスを経て培われるもの

であること、また知識の概念化が、長期貯蔵庫に保持されているエピソード記憶から意

味記憶を形成したり、それを何度もリハーサルすることにより手続き的記憶に昇華させ

たりすることで進められることを明らかにしようと考えた。 

【仮説と検証方法】 

そうした研究の意義を踏まえ、本論文では次のような仮説が設定されている。 
仮説① 「教師の発話に起因する児童の誤概念は、教師の別の発話やジェスチャーに

よって修正される。」 
仮説② 「児童の知識モデルとしての意味ネットワーク・モデルの手法によって、児童

が自己の概念を概観できる形で表象し、それらの関係性を考える機会や他の児

童に説明する機会を設けることにより、概念の再構成が可能となる。」 

それらの仮説を検証するため、以下の方略がとられている。 

仮説①の検証の方法 
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教師の発話により、児童が誤概念を形成する場合の再現を行うこととする。この授業

は、理科の発展学習として位置づけられ検証授業を通して、教師がどのようなことに留

意すれば誤概念を形成させないか、また、誤概念を形成させたとしても、どのような再

発話により誤概念が修正されるかについて考察を行う。 

仮説②の検証の方法 

最初に、児童が作成した知識モデルのノードをたどり、意味記憶やエピソード記憶

を読み取る。次に、表に転記したノードの内容を文章化することにより、エピソード記憶

が知識の概念化に果たす役割についても調査を行う。さらにまた、教科書やノートの

記述と比較させ、概念の修正ができるかを調査する。  

【本論文の構成】 

以上の論証のため、本論文は以下のような構成を採っている。 
序章では、本論文全体の問題設定、背景、先行研究、仮説および検証の方法等が

集約的に論じられている。 
第 1 章では、児童が知識を獲得しようとするときに生じる言語の問題と知識の概念

化について論じている。最後に、知識の獲得から概念の形成へと向かう思考活動につ

いて、ヴィゴツキーの議論にも言及している。 
第 2 章では、教える側の問題として、教師の発話により形成された児童の誤概念が、

教師のさらなる発話等によってどのように修正されるかが論じられており、児童の誤概

念を意図的に誘発させ、そのような状況において教師が、何を根拠に発話する言語を

選択すればよいかを、実践授業を行い明らかにしている。  

第 3 章は学ぶ側の児童が学習内容を概念化するため、知識をどのように整理すれ

ばよいかを論じている。そのために、学校教育における具体的な事例を通して、理解

することと能力を身に付けることについて論じ、記憶との関連について説明する。概念

外化のための知識モデルについて、どのような姿が合理的理解につながるかを検討し

ている。さらに、その検討の後、授業実践を通して、①児童が表現した知識モデルの

データ処理についての検討、②記憶想起の特性についての検討、③記憶想起によっ

て表象された意味記憶とエピソード記憶の関連についての検討がなされている。 

第 4 章では、さらなる具体的展開としての実践研究について論じられている。これま

での議論によって明らかになった知識モデルによる記憶想起は、児童の学力面でど

のように機能するのかが検討される。具体的には、実践研究に基づく次のような検討

結果が示されている。 
①知識モデルを利用したことにより、児童が自分自身の概念の修正を行うことができ

るかについての検討 
②小学校で行われている評価テストにおいて、知識モデルにより想起したことでどの

ような効果があったかについての検討 
③分かったことを文章で羅列するこれまでの学習のまとめ方と比較して、知識モデ

ルを利用したまとめの優位性についての検討 
④概念形成が児童の説明能力にどのように影響を与えたかについての検討 
第 5 章は、前章までの議論を踏まえ、意味ネットワーク・モデルをもとに作成した児
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童の知識モデルによる学習の将来的な展望について論じている。 

【検討のプロセスと知見】 

本研究の検討過程の中で、以下の知見が得られている。 
① 教師の発話による児童の誤概念の形成とその修正、つまり、教師の発話において

どのような場合に正しい情報伝達がなされないのかを、実際の授業を行うことにより示

し、それにより生じる誤概念の形成過程を明らかにした。次に、教師のさらなる発話等

によって誤概念が修正される過程を示し、その修正要件について実践的に解明した。 
② 学習により記憶された知識や経験の表象、つまり、児童が自身の獲得した知識を

概念化し、既存の概念と関係づけられるかについて明らかにした。これまでにない新

たな学習過程として、学習が終了した時点で、児童一人一人がそれまでの学習内容

を想起することにより、獲得した知識が長期記憶に保持されている既存の概念等と、ど

のような関係をなしているか、意味ネットワーク・モデルに改変を施した知識モデルを

用いて確認を行った。 

③ 知識モデルによる児童の学習評価について、意味ネットワーク・モデルで表される

知識モデルによって、児童が獲得した知識が、既存の概念や獲得した新たな知識とど

のようなつながりを持っているかを知り、児童が、獲得した知識をどのように解釈してい

るかも理解した。本研究では、児童の知識モデルと学習の評価の関係についても検

討した。 

④ 概念形成におけるエピソード記憶の利用についても検討を加えている。作成さ

れた知識モデルを見れば、意味記憶やエピソード記憶が表出された姿を確認できる

可能性がある。知識は、意味記憶と関係が深いと考えられるが、エピソード記憶はどの

ように利用されているかという、記憶想起時における意味記憶とエピソード記憶の関わ

り方についても、表象された児童の知識モデルの詳しい調査を行った。 

⑤ 学習のまとめとして知識モデルを作成することの優位性に関しても検討した。そ

の結果、概念化した知識のモデルを作成することが、理解した内容を文章として羅列

的に書き表すよりも有効な学習法であると言えることが示された。 

 

 以上に示されたように，本論文における議論の展開はきわめて精緻である。問

題の把握とリサーチクエスチョンの設定および論証の方法は妥当であり、実践

に裏打ちされた論拠も確かなものであるといえる。何よりも、第 5 章に示された

意味ネットワーク・モデルに基づく小学校理科教育の方法的結論は、合理的かつ実践

的な示唆を多く含み、その研究上のオリジナリティは高く評価することができる。

また、本論文の基礎となった原著論文、本論文中の原語文献の的確な引用および

口頭試問により、語学等の能力も十分に高いものと評価した。 

 以上の結果、古川美樹氏への本学大学院博士学位の授与を審査委員全員一致

で決するものである。                       以上 


